
5 　数列 {an}の初項から第 n項までの和 Sn が nのどんな値に対しても

(−1)n(2n2 + 4n + 1)− 1であるとする。

(1) 一般項 an を求めよ。

(2) lim
n→∞

(
n∑

k=1

(−1)k

ak

)
を求めよ。

(3) lim
n→∞

n∑
p=1

a2p

nt
= l（零でない有限な値）となるとき tと lとを求めよ。


